










Ａ 研究目的 

  先天性心身障害児の出生を防止し,国民の健康を増進することは,全国民の等しく要望す

るところであり,母子衛生行政の最も重要な部分である。既に先天性障害児として生まれた

国民の対策も必要であるが,出生前に先天性障害児が発生しない対策は,更に意義が深い。

本研究班は,妊産婦および胎児の健康管理を十分に行ない,母体の保健はもとより健康胎児

の妊娠を成立させ,健康児の出生する方法を研究し,かつこの研究成果を母子衛生行政に直

接に,しかも具体的に応用・実用化することを目的として企画されたものである。このため,

母体死亡・母体罹患・胎児死亡・胎児罹患は減少し,さらに乳幼児死亡・乳幼児罹患をへら

し,わが国民の福祉と繁栄とにつながることを希望する。 

 昭和 55 年 4 月 1 日より,約 3年間の計画で本研究は開始された。この研究報告書は,最終

年度の研究成果および 3年間の総括を掲載している。この研究班は,下記の 5つの分科会か

ら成っている。 

1.現代生活,現代社会構造,現代医療内容の妊娠,分娩,胎児に与える影響。 

2.我が国における妊娠の実態調査と保健指導 

3.多胎妊娠 

4.母体感染症の胎児に与える影響とその対策,および臨床検査法の開発 

5.不妊症治療に関する諸問題 


